
電池・キャパシタの最も期待される自動車用途ではその入出力特性が重要となります。
入出力特性はデバイスの内部抵抗と直接関係しており、ＫＲＩでは新たな入出力評価
手法として矢田が提唱した「電流休止法」による直流内部抵抗評価を実施しております。

｢電流休止法｣※ による入出力評価

電池材料評価プロジェクト

○従来、個々に測定されていた充放電深度別・レート別入出力特性に対応可能な
直流内部抵抗データを簡便に得ることができます。

○「電流休止法」により得られる直流内部抵抗（電流休止法抵抗）の
時間依存性解析により、レート別入出力特性を予測することも可能です。

※「電流休止法」参考文献：矢田静邦、「リチウムイオン電池・キャパシタの実践評価技術」、技術情報協会（2006年9月）
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